
 

 

 

 

 

 

 

 

  GPODFDisplay(Ver3.01)による 

  ＯＤＦ図から任意の方位密度を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２２年０６月１４日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 計算された ODF図から指定したｅｕｌｅｒ角度、あるいは｛ｈｋｌ｝＜ｖｕｖｗ＞の   

   方位密度を求めるケースがあります。 

   しかしＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦファイルでは間隔が５度で隙間があり、正確な方位密度は計算できません 

   通常、（φ２，Φ，φ１，密度）からｅｕｌｅｒ角度の近い値を参照しています。 

   正確に求めるにＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦに戻らなければ得られません。 

   しかし、ＯＤＦソフトウエアによっては、任意の方位計算がサポートされていない場合があります。 

   以下に、ＬａｂｏＴｅｘでＲ方位を作成し、調べてみます。 

   ＧＯＰＤＦＤｉｓｐｌａｙではＯＤＦ図を補間して計算しています。 

Ｒ方位 

  

   

 

 



計算されＯＤＦ図（Ｍａｘ：４０．２５８） 

 

 マウス右クリックで、近傍の方位が計算される。 

  

 本来、{231}[1-24]が最大値になるはずですが、最大値より小さい値が計算されている。 

 これは、R方位を５度間隔のＯＤＦ図が作成され、このＯＤＦからｅｕｌｅｒ角度位置密度が 

 計算されている。 

 

 

 

 

 



ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦ 

 ５度間隔のＯＤＦ格子点密度 

  

  

 最大値は（６５，７５，３５）で４０．２５８を得る。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの方位密度計算方法 

  

 Ｒ方位の場合 

  

 

 Ｖｅｒｓｉｏｎ１では、 

  （６５，７５，３５）の方位密度を計算する 

 Ｖｅｒｓｉｏｎ２では 

  （６５，７５，３４）をデータ補間により計算 

 Ｖｅｒｓｉｏｎ３では 

  （６４．９３４２，７４．４９８６，３３．６９０１）をデータ補間により計算 

 

 

 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙによる方位計算 

 マウスカーソル移動によるリアルタイム表示  

  

  マウスをクリックで表示が固定される 

  クリック位置；：十字（＋）位置 

  φ２断面に赤丸と黒丸が表示されている。φ２＝３３．６８のため、 

  φ断面３０度と断面３５度の間を表示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



方位の直接入力 

  

  

 計算されたｅｕｌｅｒ角度(64.9,74.5,33.7)から５度間隔のＯＤＦ格子点の密度と 

 ｅｕｌｅｒ角度実数から補間した方位密度を表示（Ｖｅｒｓｉｏｎ３） 

 



データベースに登録されている方位密度を求める 

  

  

 求める方位密度は指数から計算した実数のｅｕｌｅｒ角度から補間されたＯＤＦの 

格子点密度を求める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｒ方位をＴｒｉｃｌｉｎｉｃで計算 

  

  

  ５度間隔の ODFから実数のｅｕｌｅｒ角度から方位密度を求める 

 

 

 

 



Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで計算 

 

方位密度 

     

平均値 

  

上記方位密度は、小数点３桁で四捨五入 

平均値は実数の加算結果を四捨五入 



ｅｕｌｅｒ角度実数から求めた方位密度 

 手入力モード 

  

 方位密度 

  


